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妹背牛町のお知らせ
information

暖房器具からの出火を防ごう
　10月に入り、暖房器を使う機会が多くなってきま
した。暖房器具は私たちにとって欠かせないもので
す。しかし、ちょっとした不注意や油断から火災に
なってしまう場合があります。
　暖房器具を正しく安全に使用し、尊い命と財産を
守りましょう。

《暖房器具からの出火を防ぐには》
①衣類などの燃えやすい物の近くで使用しない
　ストーブの上で洗濯物を乾かすと、洗濯物が落下
して火災になる危険性があります。カーテンや衣類、
布団、ふすまなどのそばでは使用しないようにしま
しょう。
②寝る時や外出する時は必ず火を消す

　布団などがストーブなどに接触して火災となる危
険性があるので、寝る時や外出する時は暖房器具の
スイッチを切る習慣を身に付けましょう。また、電
気ストーブなどを長期間使用しない時には、誤って
スイッチが入ることを防ぐためにコンセントを抜き
ましょう。電気ストーブなどを収納する際には電池
を抜いてから収納しましょう。
③ポータブルストーブに給油をする際には必ず火を
消してから
　ポータブルストーブに給油をする際には、火が完
全に消えていることを確認してから給油を行いま
しょう。また、給油をする時に油が漏れてしまった
らよく拭き取りましょう。

深川消防署妹背牛支所

妹背牛駐在所よりお知らせ
不審メールは絶対に開かないで！

 ・金融機関をかたり、「お客様情報の確認」との名
　目でURLを開かせようとする不審ショートメー
　ルが妹背牛でありました。
 ・全国では宅配会社をかたる不審メールもあるよう
　です。
 ・不審メールは開かず、迷うなら、その団体の正規
　の電話に問合せするか、警察に相談を願います。

隣接市町村にて犬による咬傷事案の発生
 ・安易に犬に近づくと咬まれて負傷する場合があり
　ます。
 ・犬の飼い主は定期的に係留状態の安全確認を願い
　ます。

空知管内で児童への声掛けが頻発
 ・最近、空知管内で小学校男児への声掛けが頻発し
　ています。
 ・保護者の方は、「知らない人にはついて行かない」
　などの指導をお願いします。

「警察」と名乗る電話には要注意
 ・全国的に、「警察官」をかたる嘘の電話で、キャッ
　シュカードなどをだまし取られる事案が多発して
　います。
 ・「深川警察署○○課」からの電話でも、「逮捕した
　詐欺グループがあなたの名義の通帳を…」など 
　と疑わしい内容ならば電話を切り、深川署（0164）
　23局 0110 番までご確認願います。

深川警察署妹背牛駐在所

公証週間のお知らせ
10 月 1日 ( 木 ) から 10月 7日 ( 水 ) までは公証週
間です。
　公証人は、法務大臣によって任命される公務員で
す。公証役場において遺言や大切な契約などの公正
証書の作成、会社を設立する際の定款の認証などを
行っています。
「遺言は公正証書で！」
　公正証書遺言は、自筆遺言証書のように裁判所

【お問合せ先】
　旭川公証人合同役場　0166 － 23 － 0098
　名寄公証役場　01654 － 3－ 3131
　旭川地方法務局　0166 － 38 － 1144

での検認は必要ありませんし、原本は公証役場で保
存していますので、偽造・変造や紛失の心配もあり
ません。
　また、公証人が自宅や病院へ出向いて遺言書を作
成することもできます。
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年金生活者支援給付金制度について
　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入や
その他の所得額が一定基準以下の、年金受給者の生
活を支援するために、年金に上乗せして支給される
ものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や
事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施
します。
対象となる方
老齢基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります
・65歳以上である
・世帯員全員が市町村税が非課税となっている
・年金収入額とその他所得額の合計が約 88万円以下
である
障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
以下の要件を満たしている必要があります
・前年の所得額が約 462 万円以下である

請求手続き
新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただけ
る方
お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から
10月中旬頃から請求可能な旨のお知らせを送付しま
す。
同封のはがき（年金生活支援給付金請求書）に記入
し提出してください。令和 3年 2月 1日までに請求
手続が完了しますと、令和2年8月分からさかのぼっ
て受け取ることができます。
年金を受給しはじめる方
年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町
村で請求手続きをしてください。
日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案
内にご注意ください
日本年金機構や厚生労働省から、電話でお客様の家
族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞きし
たり、手数料などの金銭を求めることもありません。
年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったと
きには、お電話ください。
『ねんきんダイヤル』
0570 － 05 － 1165（ナビダイヤル）
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国勢調査が始まっています
　日本国内に住むすべての人と世帯が対象の国勢
調査が始まっています。国勢調査は国の最も重要
な統計調査です。調査結果は福祉施設や生活環境
整備、災害対策など、日本の未来をつくる計画策
定などに利用します。回答の内容は厳格に保護さ
れ、統計以外の目的には利用しません。
調査基準日
令和 2年 10月 1日

調査方法　次のどちらかで回答してください
インターネット回答
配付されているインターネット回答用の書類に従
い回答してください。
回答期間　令和 2年９月 14日～ 10月７日
調査票での回答
調査員から配布された調査票を使用して回答して
ください。（郵送での提出も可能です）
回答期間　令和 2年 10月 1日～ 10月 7日

【お問合せ先】
　企画振興課企画振興グループ
　TEL 0164-32-2411　内線 128




